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米国3D SYSTEMS 社製3D プリンターのラインアップを強化
3D CAD や MR システムを組み合わせた3D ソリューション事業を展開

キヤノンマーケティングジャパン株式会社（代表取締役社長：川崎正己、以下キヤノン MJ）は、
このほど米国3D SYSTEMS（スリーディー・システムズ）社（3D SYSTEMS, Inc. 、President
＆ CEO：Mr. Avi N. Reichental）製3D プリンターのラインアップを強化します。これに合わせ、
同社製3D プリンターとキヤノン IT ソリューションズ株式会社（代表取締役社長：浅田和則、
以下キヤノン ITS）が手掛けている3D CAD（3次元設計）ソフト、MR（Mixed Reality：
複合現実感）システムを組み合わせた3D ソリューション事業を4月10日より展開します。

キヤノン MJ グループは、本年より開始した3カ年計画「中期経営計画」の重点戦略において、
グループの総力を結集したスピード感のある事業創造・新規商材調達、および全事業領域における
“Beyond JAPAN” の推進を掲げています。なかでもビジネスソリューションセグメントの成長戦略
においては、2016年に売上3750億円、営業利益123億円を目標としており、3D ソリューション
などの独自事業領域で年平均110％の成長率を目指しています。

近年製造業においては、製品のライフサイクルの短縮化が進み、製品をタイムリーに市場に投入する
ことが求められています。特に3D プリンターは、製品開発プロセスにおいて設計した3D データを
そのまま立体造形し、短時間かつ低コストに試作品や最終製品を作れるツールとして注目されて
います。また、試作品を手軽に造形できるため設計プロセスでも試作回数を増やせるなど、もの
づくりの上流工程におけるコミュニケーションツールとして期待されています。

キヤノン MJ グループはこれまで、IT ソリューション事業の中核企業キヤノン ITS を中心に、CAD
や CAM、CAE、PDM などの3D 関連ソフトや、MR システム「MREAL（エムリアル）」を製造業向けに
販売してきました。昨年11月には、産業機器セグメントで3D SYSTEMS 社のプロダクション 3D
プリンターの販売を開始しました。この度、同社の取り扱い製品ラインアップをプロフェッショナル
およびパーソナル分野にまで拡充し、3D 関連ソフトや MR システムを取り揃えることで、3D
コンテンツを活用した設計・開発・生産プロセスをインプットからアウトプットまで一貫して構築
できる3D ソリューションを提供していきます。製造業向けソリューション分野で培ってきた豊富な
システム開発およびソリューション販売の実績・ノウハウを生かし事業を展開することで、お客
さまの開発プロセスの革新、少量生産への対応などに貢献していきます。

本ソリューションの価格は、3D プリンターおよび3D 関連ソフト、MR システムの機種や
装置構成、システム構成により異なります。3D プリンターのプロフェッショナルモデル “ProJet® 

3500 HDMax” と “ProJet® 660Pro” をショールームに展示し、デモンストレーションや実機評価の
機会を提供します。また、装置販売やソリューション提案だけでなく、納入後の技術サポートと
保守サービスを手掛け、3D プリンターのマーケットの裾野を拡大していきます。
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MR システムと試作パーツとの組み合わせ例Projet® 3500 HDMax



2

● 報道関係者のお問い合わせ先 ：キヤノンマーケティングジャパン株式会社
  広報部 広報第一グループ　　　　　　　　  03－6719－9093（直通）

● 一般の方のお問い合わせ先 ：キヤノンマーケティングジャパン株式会社
  ソリューション企画課 03－6719－9536（直通）

● 報道関係者用ホームページ ： canon.jp/e-pr          ● 3D プリンターホームページ：canon.jp/3dp

＜3D プリンターの国内市場動向＞
3D プリンターの国内市場規模は、2012年度で数量が1,692台、金額が65億円でした。2013年

度は数量が対前年比591％の1万台、金額が対前年比231％の150億円に拡大すると見込まれて
います。（出典：矢野経済研究所「3D プリンタ市場に関する調査結果 2013」）

国内マーケットで最も導入が進んでいる業種は、自動車や電機などの製造業で、企画やデザイン、
設計、開発、試作、営業などの部門で活用されています。また、研究所や大学での研究用途のほか、
印刷業や複写サービス業からの新規参入が増えつつある造形サービス業、建設・建築業、医療など
多様な業種で導入・活用されています。

＜3D プリンターのラインアップ＞
カテゴリ パーソナル プロフェッショナル
主な用途 ホビー、教育、デザイン 建築、デザイン、鋳造、治具

製品名 Cube®X ProJet®
1000/1500

ProJet® x60
シリーズ

ProJet®
4500

ProJet®
3500/5000

ProJet®
5500X

価格（税別） 50 万円 200 万円 200 ～ 1500
万円 1100 万円 900 ～ 2000

万円 3000 万円

＜3D 関連ソフトの主な製品＞
■3次元ソリッドモデラー「SolidWorks」
Windows に完全準拠した3次元 CAD で、部品・アセンブリ・図面ファイル間のデータ追従性
および整合性は100％確保されています。また短期間での操作習得や生産性の向上はもちろんの
こと、編集作業もスマートに行えます。

■3次元意匠モデリング、機械モデリング、解析、製図「NX」
いろいろなモデリング手法を自由に使い分けながら設計できるハイエンドな統合設計 CAD ／
CAM ／ CAE システム。自由度の高い設計手法を実現するためにワイヤーフレームからソリッド、
そしてパラメトリックまでスムーズに利用できるハイブリッド・ソリッド・モデリングなど、
多くの先進機能を使いやすく統合しています。
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＜ MR システム「MREAL」について＞
MR（Mixed Reality：複合現実感）とは、現実世界と CG をリアルタイムに違和感なく融合させる

映像情報処理技術です。現実世界の情報の豊かさと CG の柔軟性を生かすことで、CG のみで表現
する VR（Virtual Reality：人工現実感）より一歩進んだ映像世界を提供します。

近年ゲームや広告などで活用されている AR（Augumented Reality：拡張現実感）も MR の
一種で、現実世界の映像に CG を重ね合わせる技術です。これに対し、キヤノンの MR システムは、
ユーザーの任意の視点から、実寸大の CG 映像を体感できるという特長を持っています。また、
現実世界と CG をシームレスに繋ぐことで、CG があたかも目の前で現実世界に存在している
かのような臨場感を提供します。

設計時に MR システムを活用することにより、ユーザーの姿勢の変化や動きに瞬時に対応する
実寸大の3次元 CG を用いて、製品のデザインや操作性の評価などが可能です。これにより試作
回数を削減でき、開発期間の短縮に加えてコストや環境負荷の低減に貢献します。

＜ MR システム「MREAL」の原理＞

① HMD に内蔵された左右一対のビデオカメラによって現実世界を撮影し、その映像をコン
ピューターへ送ります。

②画像処理や位置・姿勢センサー、あるいはその両方を組み合わせた位置合わせ技術により、
コンピューター内の CG と現実世界の映像を高精度に融合し、HMD に搭載された小型表示ディス
プレイに表示します。

③先進的な技術を結集した光学システムで小型表示ディスプレイの映像を拡大し、臨場感のある
立体映像をユーザーの眼に届けます。

＜3D SYSTEMS 社の概要＞
社名		  　：3D SYSTEMS, Inc.
本社所在地	 　：333 Three D Systems Circle Rock Hill, South Carolina, USA
President & CEO：Mr. Avi N. Reichental
設立		  　：1986年
事業内容	 　：造形装置、材料、ソフトウエアの販売、サポート、試作請負
主製品		 　：光造形装置、粉末造形装置、3D プリンター
URL		  　：http://www.3dsystems.com


